
県下における総合治水の取り組み(情報提供) 
 
頻発する風水害を踏まえて、「ながす」河川下水道対策に加え、「ためる」流域対策、「そ

なえる」減災対策を組み合わせ、県民と一体となって浸水被害の軽減を図る総合治水を推進す
るため、全国に先駆けて「総合治水条例」を制定し、平成24年４月に施行した。 
 これまで県有施設での率先実施はもとより、市町による取組、地域との連携や民間事業者に
よる取組も始まっており、「地域総合治水推進計画」において地域課題に応じた施策と県・市
町・県民の役割分担を明確にしつつ、条例を推進力として取組を一層進めていく。 

１ ためる取組 
 (1) 県・市町による取組 
【校庭貯留の実施】 武庫川流域の県立高校３校で先導的に整備が完了し貯留を開始。また、浸
水被害が頻発している船場川流域の県立大学でも平成26年 5月を目途に整備中。整備した学校
に説明看板を設置し、周辺住民に広くPR。西宮市、姫路市等の小中学校でも校庭貯留を推進中。 
【今後の展開】 平成26年度も北摂三田高校、宝塚北高校等で引き続き整備。また、浸水被害
のおそれのある地域で、出前講座等により住民や学校関係者の理解を深め、取組を促進。 

【雨水貯留ﾀﾝｸの促進】 宝塚市、伊丹市、猪名川町等11市町が家庭用雨水貯留ﾀﾝｸの購入・

設置費の助成事業を実施中。姫路市等では小学校など公共施設で設置中。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

(2) 県と地域が連携した取組 

【水田貯留の実施】 赤穂市周世(10ha)、佐用町東徳久(2ha)をモデルとして、農家にとって使いやすいセ
キ板形状の検討や洪水調節機能の検証を実施。南あわじ市市西(1ha)でも取組が拡大。 
【今後の展開】 モデル的取組を県下に普及させるため、取組に関心を持つ集落に対して「セキ板1000枚
配布大作戦」を実施。下流の都市住民等の理解促進や応援する気持ちを醸成し、農家の取組意欲へとつな
げるため、総合治水の学習・田植え体験等の交流活動を支援する「交流促進モデル事業」を実施。 
【ため池貯留の実施】 神戸大学と連携し、丹波地域の農業用ダムで営農に支障のない事前放流手法
を検討しており、平成26年３月に手引書を作成。加古川市など23箇所のため池で事前放流を実施。 
【今後の展開】 上記の手引書を活用し、ため池講習会等で事前放流の普及啓発を実施する
とともに、ため池改修等とあわせて、常時満水位を下げることが可能な洪水吐等を整備・
改良するなど、ため池貯留の取組を拡大。 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

トピックス 【ｼﾞｵﾗﾏ模型を活用した「総合治水の出前講座」】 (2 月 17 日 姫路市立増位小学校で実施) 

 

す せ 

 いち にし 

 

■水田貯留■  

事前放流を行い、
雨水貯留容量を確保

■■大雨前大雨前

ため池ため池

事前放流を行い、
雨水貯留容量を確保

■■大雨前大雨前
事前放流を行い、
雨水貯留容量を確保

■■大雨前大雨前

ため池ため池

校庭外に看板を設置 校庭外に看板を設置 

神戸大学と連携し、建設中の校庭貯留等の効
果を模型で説明。雨水を校庭に貯留あるいは駐
車場に浸透させる実験を通じて、雨水が河川に
一時に出ない様子を実感してもらった。 
 取材への児童（小６）コメント「実験により、
この工事が街を守る大切なものであることが
分かった」 

常時満水位 

治水容量の確保 

洪水時水位 

■ため池貯留■  

〔県立阪神昆陽高校〕説明看板を設置し、校庭貯留を周辺住民に広くＰＲ 

体育館

阪神昆陽高等学校

プール

流域貯留施設
りゅういきちょりゅうしせつ

（グラウンド）

放流孔

ほうりゅうこう

阪神昆陽高等学校 流域貯留施設

平　面　図

東門

阪神昆陽
特別支援学校

出前講座の様子 ｼﾞｵﾗﾏ模型 

校庭 

駐車場 

河川 

ひがしとくさ 

 

〔県立宝塚東高校〕校庭での雨水貯留状況（貯留容量 2,270  ） 

雨水貯留状況(水深 21cm) 平常時 

■校庭貯留■  

〔姫路市立別所小〕花にまく水をタンク 

からペットボトルへくんでいる 

〔周世地区〕地域でのＰＲ 水田貯留の実演模型によるＰＲ

（県民農林漁業祭(H25.10)） 

事前水位下げの取り組み 洪水吐の改良（一部切り下げ） 

資料－６ 
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(3) 民間事業者による先進的な取組 

【調整池等の設置】 地域の浸水被害を軽減するた

め、民間事業者が自主的に調整池や雨水貯留浸

透施設を設置。実施した先進的な取組に対して

感謝状を贈呈。 

【今後の展開】 先進事例を広くPRするとともに、

顕彰制度※を活用し、取組を促進。 

２ そなえる取組  
 (1) 県による取組 

【耐水機能の備え】 淡路医療ｾﾝﾀｰ（災害拠点病院）において、敷地のか

さ上げ、浸水防止扉の設置、自家発電設備等の上層階配置を実施。 

【今後の展開】 尼崎総合医療ｾﾝﾀｰ（仮称）においても、自家発電設備

等を上層階に配置。庁舎や避難所など防災拠点施設での取組を促進。 

 (2) 県と地域が連携した取組 

 

 

 

 

 
 
 (3) 民間事業者による先進的な取組 

 

 

 

 

 

３ 地域総合治水推進計画の策定    
   総合治水を計画的に推進するため、平成24年度より３ヶ年で11

の計画地域において、「地域総合治水推進計画」を策定する。 

平成25年度は中播磨、丹波東部、淡路の３地域で推進協議会

を開催し、平成26年３月末に策定・公表の予定。 

   

 

 

 

４ 平成26年度の取組 
(1) 残る６地域で総合治水推進計画を策定する。策

定済みの地域では、施策の進捗状況、新たな課題

を踏まえた計画見直しを継続して実施する。 

(2) 県民・民間事業者の取組を促進するため、既 

    存の融資・助成制度を周知。条例に基づく施設 

    指定への同意が得られやすいよう、顕彰制度   

    (感謝状贈呈、県広報誌によるPR等)を実施する。 
(3) ためる取組の効果を映像や模型実験を通じて 

”見える化“し、出前講座等により広く県民に発信  
する。 

 

年度 策定地域 

H24 
阪神西部、西播磨西部、 

法華山谷川水系※ 

H25 中播磨、丹波東部、淡路 

H26 

阪神東部、神戸、神明、

東播磨・北播磨・丹波、

西播磨東部、但馬 

問い合わせ先 県土整備部 土木局 総合治水課 調整係 078-362-9265 
 

感謝状の贈呈 

 〔淡路医療ｾﾝﾀｰ〕ﾌﾗｯﾌﾟ式浸水防止扉 

1.4m 

～1.3m 

平成 21 年台風 9 号洪水の 

水位（河川改修後） 

道路側溝
から河川へ

雨水をグラウンドに一時貯留
周囲小堤

道路側溝
から河川へ

雨水をグラウンドに一時貯留
周囲小堤

放流 孔を 絞っ て 、

流出を抑制 

雨水をグラウンドに一時貯留 
周囲小堤 

道路側溝 

から河川へ 

放流孔を絞って、 

流出を抑制 

・校庭に定点カメラを設置し、降雨前からの貯留過程を記録。 

・貯留実績（総貯留量、流出抑制効果等）や水が引いた後 

の回復状況などを広く県民に配信。 

【貯留過程や効果の“見える化”】(H26 実施) 

平成 21 年台風 9 号洪水の 

実績水位 

※ 顕彰制度（感謝状贈呈、銘板設置、県広報誌等による PR 等） 
 

自主的な取組で設置された調整池等 

 

H25策定地区 推進協議会（第1回:①、第2回:②） ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸｺﾒﾝﾄ 

中播磨 ①H25年9月20日 ②H25年12月20日 H26年2月13日～26日 

丹波東部 ①H25年10月8日 ②H26年1月17日 H26年2月17日～3月3日 

淡路 ①H25年8月26日 ②H26年2月24日 H26年2月28日～3月13日 

 〔佐用町真盛地区〕輪中堤 

 〔佐用中央病院〕浸水防止壁 

【二線堤・輪中堤の整備】 河川改修後も想定規模を超える洪水によ

り床上浸水のおそれがある箇所における浸水被害軽減事業として、

二線堤・輪中堤を整備（佐用川：平成 25 年 5月完成）。 

【今後の展開】 法華山谷川において、H25 年度から輪中堤を整備中。
引き続き、市町と連携して整備を推進。 

【耐水機能の備え】 平成21年台風9号洪水で浸水被害を受けた佐用

中央病院において、自主的な取組として浸水防止扉等を設置。 

【今後の展開】 先進事例を広く PR するとともに、顕彰制度を活用
し、取組を促進。 

 ※ 東播磨・北播磨・丹波の一部として策定 
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記者発表（発表・資料配布） 
月／日 
（曜日） 

担当事務所名 
（担当課名） ＴＥＬ 発 表 者 名 

（ 担 当 ） 
その他 
配布先 

6/25 
（火） 

光都農林水産振興事務所 
（光都土地改良センター） 0791-58-2215 所長 鈴木 敏亮 

（農村計画課長 木村 省三） 
農林水産局 
農地整備課 

 
県下初 千種川流域「田んぼダム」実証実験開始 

 

水田への雨水の一時貯留機能に着目した、県下初の「田んぼダム」実証実験の

実施地区が決定しました。また、千種川流域において新たな取組み地区を募集し

ます。 

 

１ 趣 旨 

西播磨県民局では、平成 24 年度に策定した西播磨西

部（千種川流域圏）地域総合治水推進計画に基づき、

県・市町・県民相互が協働した流域対策、減災対策を

組み合わせた「総合治水」を推進しています。 

本年度からは、千種川流域において水田への雨水の

一時貯留機能に着目した「田んぼダム」を河川流域の

農家が取組む「見える治水活動」としてモデル地区を

設け、取組み課題を抽出し実施農家が取組みやすい管

理手法の開発を行なうなど具体的な実施手法の確立に

向けた実証調査を行ないます。 

 

２ 内 容 

１）「田んぼダム」実証実験の実施地区が決定 

赤穂市周世（すせ）地区の農地 33ha のうち 

約 10ha で「田んぼダム」実証実験を実施 

【実験概要】 

①  雨水を一時貯留させる田んぼダム堰板の配布と啓発のぼりを設置しま

す。 

②  稲が大きくなる７月から実験開始、10 月に実施農家への管理アンケート

や堰板設置による聞取り調査を実施します。 

③  農家が取組む「田んぼダム」実地課題及び実施手法を取りまとめます。 

 

２）千種川流域において新たな取組み地区を募集します。 

【募集地域】千種川流域の相生市・赤穂市・上郡町・佐用町 

【募集条件】① 整備済の田んぼであること 

② 募集期間は７月から 9 月中旬まで 

③ 実験期間終了する 10 月に管理にかかるアンケート及び 

聞取り調査に協力して頂ける地区 

  【募集にかかる問い合わせ先】 

      光都土地改良センター農村計画課 担当 榮藤(えとう) 

               電話 0791-58-2218 

赤穂市周世の実験ほ場 

田んぼダム堰板設置イメージ 
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【阪神西部(武庫川流域圏)地域総合治水推進協議会】と
【武庫川水系河川整備計画ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ委員会】 との関係（イメージ）

【阪神西部(武庫川流域圏)
地域総合治水推進協議会※１】

・武庫川水系河川整備計画を含む武庫川
流域圏で取り組む推進計画について協議

・県、市、県民が協働して総合治水を推進

【武庫川水系河川整備計画
フォローアップ委員会※2 】

･河川整備計画の次なる進行と
改善につなげるため、計画の
実施状況等について意見を述べる

※１ 総合治水条例に基づき設置（平成24年10月）
※２ 河川整備計画に基づき設置（平成23年9月）

県

民

阪神西部(武庫川流域圏)
地域総合治水推進計画の推進

武庫川水系河川整備計画の推進

意 見
実
施

点
検

情報を発信

情報を発信

意 見

推進協議会の
意見、開催状
況等を報告

計画の実施状況等は、協議会・委員会で共有する

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ委員会
の意見、開催状

況等を報告
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武庫川水系河川整備計画フォローアップ委員会の概要

武庫川水系河川整備計画
進行管理報告書（案）

［平成25年度版］の概要

平成25年10月29日

兵庫県

第3回 武庫川水系河川整備計画

フォローアップ委員会

3

～ 平成24年度の主な取り組み ～

第3回フォローアップ委員会

資料3-1

管理
番号

大項目
（対策名）

内容
管理
番号

大項目
（対策名）

内容

1

河川対策

下流部築堤区間 12 緊急時の水利用

2 下流部掘込区間 13 健全な水循環の確保

3 中流部 14 動植物の生活環境
の保全・再生

２原則の適用

4 上流部及び支川 15 天然アユが遡上する川づくり

5 堤防強化（支川） 16 良好な景観の保全・創出

6 堤防強化（下流部築堤区間） 17 人と河川の豊かなふれあいの確保

7 遊水地、青野ダム活用 18 水質向上

8
洪水調節施設の継続検討
（千苅ダム治水活用検討）

19 維持管理

9 流域対策 流域対策 20 流域連携

10 減災対策 減災対策 21 モニタリング

11 正常流量の確保 22 フォローアップ

管理
番号

大項目
（対策名）

内容
管理
番号

大項目
（対策名）

内容

1

河川対策

下流部築堤区間 12 緊急時の水利用

2 下流部掘込区間 13 健全な水循環の確保

3 中流部 14 動植物の生活環境
の保全・再生

２原則の適用

4 上流部及び支川 15 天然アユが遡上する川づくり

5 堤防強化（支川） 16 良好な景観の保全・創出

6 堤防強化（下流部築堤区間） 17 人と河川の豊かなふれあいの確保

7 遊水地、青野ダム活用 18 水質向上

8
洪水調節施設の継続検討
（千苅ダム治水活用検討）

19 維持管理

9 流域対策 流域対策 20 流域連携

10 減災対策 減災対策 21 モニタリング

11 正常流量の確保 22 フォローアップ

2．進行管理報告書一覧表

4

１ 第３回委員会の概要
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進捗率が記載されない事業は、その事業の課題を示すこ
とで予定どおり進んでいるのか進んでいないのかを記載
する。

H24年度末時点で進捗率が記載さ

れていない事業は、予定どおり進
んでいるのか否か判断できない。

西播磨地区での水田貯留の効果を検証し、武庫川流域
でも広められるか検討したい。校庭貯留では、高校や大
学と連携して貯留効果を示す模型づくりを検討している。

ため池や水田の雨水貯留効果を
示して広報し、理解を促すことによ
り、事業進捗のスピードアップが図
れるのではないか。

浸透対策として、堤防内の水位を下げるドレーン工事等
を実施している。また、侵食対策として、高水護岸工事を
今後進めていく。

今の堤防が本当に洪水に耐えれる
構造であるのか。

整備計画策定時に、河道の一次元解析で土砂収支の解
析を行い、現在の計画としている。

床止が本当に必要なのか、科学
的・工学的に説明していただきたい。

県の回答等主な意見

２ 委員会の実施状況と主な議題
第１回 平成23年9月14日（尼崎市女性ｾﾝﾀｰ･ﾄﾚﾋﾟｴ）

・武庫川水系河川整備計画の概要
第２回 平成24年11月30日（西宮商工会議所）

・進行管理方法、平成23年度の取組実績
第３回 平成25年10月29日（尼崎市女性ｾﾝﾀｰ･ﾄﾚﾋﾟｴ）

・平成24年度の取組実績

第３回委員会の状況３ 第３回委員会での主な意見

4-1．平成24年度の主な取り組み状況 - 河川対策 -

流域図

対
策
の
概
要

対策項目：下流部築堤区間（河口～JR東海道線橋梁下流）
工事概要：低水路拡幅のための矢板護岸工事
対策箇所：西宮市上田東町 No.11+1.9～No.14+73（右岸）
施工延長：371m

下流部築堤区間
（西宮市上田東町）

矢板護岸の進捗率25%

管理番号1

第1期対策予定区間

平成24年度対策区間

第1期対策予定区間

平成24年度対策区間

施工箇所図

施工完了施工完了施工完了施工完了

埋戻し埋戻し埋戻し埋戻し矢板工矢板工矢板工矢板工

工事内容をPRするインフォメー
ションセンターを現地に設置

工事内容をPRするインフォメー
ションセンターを現地に設置

工事内容をPRするインフォメー
ションセンターを現地に設置

工事内容をPRするインフォメー
ションセンターを現地に設置

地図出典：2013ZENRIN

河川整備断面図
尼崎側 西宮側

矢板護岸工事

5

進
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率

延長(m)
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